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野草スケッチ オカオグルマ（キク科） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1996/05/10  稲城市坂浜   絵と文 Ｔａ 

 

教えていただくまで、オカオグルマという名前も、それが稲城にあることも知ら

なかった。 

 

稲城野草散策の会が公民館主催で行われていた時代だったと思う。 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
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故曽根先生が率いて「三沢川下り」と題した観察会を行ったときのことである。 

坂浜の田んぼの畦に、一見して園芸植物かと思ったほど、野草らしくない、華や

かな雰囲気を持った花・・・オカオグルマが咲いていた。 

そのときにはサワオグルマと教わったような気がする。 

そうではなく、よく調べないと、どちらかわからない、ということだったかもし

れない。 

私も図鑑で調べてみたが、当時の読解力では、判然としなかった。 

 

２年ほど経って、平凡社の「日本の野草・フィールド版」という図鑑を入手し、

改めて調べなおした。 

オカオグルマが正しかった。 

オカオグルマは、多摩丘陵では滅多に見られない。 

私が確認したのは、町田市郊外の小山田緑地公園の谷戸だけ、それもロゼット（冬

越しの葉）であった。 

多摩丘陵内にもっとあってほしいと思う。 

 

「三沢川下り」と称する観察会は現在も行っている。 

三沢川に沿った田んぼの周辺は豊富な植生を持っていて、たくさんの植物が観察

できる。 

オカオグルマは稲城野草散策の会の目玉にもなった。 

オカオグルマがあるといっても、数は知れたものだ。 

田んぼの畦が崩れたり、付替え工事を行ったりすればたちまち消えてしまう。 

花の直前に草刈されたら、これまたアウトである。 

心配なので、観察会の直前にチェックもする。 

農家の方も大切に扱っている様子で、オカオグルマを残して草刈をしてあった。 

 

ここ数年、オカオグルマの時期には、あまり行っていない。 

花は５月中旬なので、すでに初夏の陽気である。 

春の花は終わっていて、オカオグルマだけではちょっとさびしいこともあったの

だろうか、リクエストが出なくなってしまった。 

やはり、早春の花の方が人気があるようだ。 

 

稲城野草散策の会では、観察会の日程を次のような方法で決めている。 

年間行事の決定は、例年、七草粥の行事（コオニタビラコの項参照）のときであ

る。
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まず、参加者から、行きたい場所、見たい花を挙げてもらう。 

たくさんの要望があって、調整がつかないときは、多数決だ。 

それを月ごとのバランスを見ながら割り振って、日本植物友の会行事と重ならな

いようにして日程を決める。 

 

日程を決めても、年によって暑かったり寒かったりで、見たい花が見られないこ

ともある。こればかりはお天道様の気まぐれなので、文句を持っていくところが

ない。 

もし、お目当ての花が見られなくても、参加者に満足してもらえるよう、コース

を微調整したり、説明を工夫したりする。 

歩いていて、めぼしいものがまったく出てこないこともあって、そういうときは

辛い。 

それでもよくしたもので、皆の気を引きそうなものが何か現れるものだ。 

 

稲城野草散策の会の幹事はまったくのボランティアである。 

私も一般の参加者と同じく会費を払っている。 

最近、「あんなに熱心にやっているのは、謝礼を貰っているからだろう」という人

がいる、との噂を聞いた。 

自分たちが育てた会だから懸命になれるのだ。 

いささか、心外だった。（２０００年５月記） 

＊ ＊ ＊ ＊ ＊ 

〔観察記録〕３月１３日 筑波実験植物園 

快晴の一日でした。遠方にもかかわらず「つくばエクスプレス」に乗って３８

名が集まりました。 

植物園では、最初にボランティアの方からガイダンスをしてもらってから、午

前中は中央広場の周辺を見て回りました。ミツマタ、サンシュユの花がきれいに

咲いていました。シカクヒマワリの札がありましたが、茎が四角形のキク科の植

物なんですね。中央広場で、珍しいオロンティウムの花を見ました。 

橋を渡ったところでは、オオミスミソウ、ミスミソウ（雪割草）、ユキワリイチ

ゲ、フクジュソウなどの花が見られました。 

午後は、シダ園から回りましたが、夏緑性のシダが枯れていて、見られなかっ

たのは残念でした。山地草原のコーナーでは、オキナグサの花や本日見ごろ第１

位のオオバヤシャブシの花を見ました。ここも枯れたものが多く、別な時期に来

て見たいものです。
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温室では、きれいなヒスイ色をしたヒス

イカズラの花が見られました。予定よりも

長時間観察して終了しました。「おしゃべり

るーむ」にめりべさんが面白い画像を沢山

アップされています。一度ご覧下さい。

(FAM) 

 

▼目から鱗（うろこ）！の「シクラメン」 

 Ｃｙｃｌａｍｅｎ（シクラメン）の語源

が、Ｃｙｃｌｅ（サイクル）やＣｙｃｌｏ

ｎｅ（サイクロン）と同一であったという

のは、全く知りませんでした。 

花後の果茎が、クルクルと旋回するところ

からのネーミングだったなんて、皆さん、

ご存じでしたか！？ （めりべ） 

〔観察記録〕３月２７日 奥多摩渓谷 

昨夜からの雨も上がりお天気が良くなったので参加者が増え、遅れて来た方も

加えると７０名を越えました。 

５月ころだと奥氷川神社のセッコクが見られるのですが、今回はまだ花は見ら

れません。 

氷川中学を過ぎたところで、右手の山道に入りました。フサザクラ、アブラチ

ャン、キブシの花があちこちで見られ、アマナも見られました。この辺りには雪

がまだ残っているところがあります。クリーンセンターの近くではシキミの黄色

の花が咲いていました。すぐさきの神庭（かにわ）のカタクリの群生地ではカタ

クリ、イチゲの仲間などお目当てのスプリングエフェメラルを観察出来ました。 

海沢の釣堀のそばの橋の周辺で昼食のあと、数馬遊歩道に向かいました。ハシリ

ドコロの褐色の花が咲いていました。観察しながら歩いて行くと、数馬峡橋の橋

のたもと、遊歩道への降り口のところに「遊歩道は通行止め」の表示がありまし

た。観光協会に電話すると「復旧工事は進めているが今日は通れません。」という

返事があり、急遽変更。橋を渡って、数馬切通しを見て行こうということになり

ましたが、こちらも工事中。白丸駅に戻って解散しました。 

▼観察記録（番号順） 

(01)ケヤキ、(02)ミズキ、(03)アケビ、(04)モクレン（シモクレン）、(05)ヤブ

カンゾウ、(06)コバノヒノキシダ、(07)ツゲ(花)、(08)モミジイチゴ(花)、(09)
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ノキシノブ、(10)マメヅタ、(11)ウバユリ、(12)ミヤマカンスゲ、(13)ヤマブ

キ、(14)アブラチャン(花)、(15)ヌルデ、(16)キブシ(花)、(17)オニグルミ、(18)

フサザクラ(花)、(19)イヌザクラ、(20)ヒメコウゾ、(21)ヒメカンスゲ、(22)

ヤブコウジ、(23)オオバノイノモトソウ、（-）クマワラビ、(24)テリハヤブソテ

ツ、(25)ヤマイタチシダ、(26)ヘクソカズラ、(27)ツタウルシ、(28)アオツヅ

ラフジ、(29)ニシキギ、(30)タマアジサイ、(31)カンスゲ、(32)カツラ、(33)

クサイチゴ(花)、(34)アオイスミレ、(35)シロヤマブキ(実)、(36)アズマイチゲ(花)、

(37)ニリンソウ、(38)ヤマグワ、(39)ミヤマフユイチゴ、(40)ウリノキ、(41)

クロモジ、(42)コアジサイ、(43)ヤマカシュウ、(44)スギ、(45)ヒロハノアマ

ナ、(46)アマナ(花)、(47)イボタノキ、(48)トゲナシニセアカシア、(49)ワサビ、

(50)ミヤマキケマン、(51)ヒナスミレ、(52)ノイバラ、(53)マンサク(花)、(54)

ノリウツギ、(55)テイカカズラ、(56)シキミ(花)、(57)タマキクラゲ、(58)カラ

スザンショウ、(59)ミチタネツケバナ(花)、(60)カタクリ(花)、(61)サラシナシ

ョウマ、(62)ノブキ、(63)サルトリイバラ、(64)カナムグラ、(65)カテンソウ、

(66)コクサギ、(67)ニリンソウ(花)、(68)ゲンノショウコ、(69)コボタンヅル、

(70)ヤマボウシ、(71)ヒロハコンロンソウ、(72)オオバタネツケバナ、(73)イ

ワヒバ、(74)トチノキ、(75)ダンコウバイ(花)、(76)イヌナズナ(花)、(77)ミミ

ナグサ、(78)リョウブ、(79)マタタビ、(80)ヤブツバキ(花)、(81)チドリノキ、

(82)イワタバコ、(83)ミツデウラボシ、(84)コウヤコケシノブ、(85)ツルリン

ドウ、(86)ハシリドコロ(花)、(87)ヨゴレネコノメ、(88)モミ、(89)オニイタヤ 

▼追加の記録 

コスミレ、ヒナスミレ 

▼当日のコース 
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〔行事予定〕2010/４/3（土） 三沢川下り 

項 目 説 明 

集 合 ａｍ１０時、京王相模原線・若葉台駅 改札口付近 ※会旗目標 

若葉台駅の改札口は一個所だけです 

交 通 京王線調布駅から相模原線橋本行快速または各停で５駅目 

多摩モノレールの場合、多摩センター駅で京王線に乗換えて２駅目 

小田急線の場合は、永山駅または多摩センター駅で京王線に乗換え 

若葉台駅には急行は停まりませんのでご注意ください 

行く先 

(解散場所） 

若葉台駅から三沢川に沿って稲城駅まで歩きます。 

稲城駅 ｐｍ４時頃解散予定 

見所 

 その他 

三沢川流域には雑木林や谷戸田など、豊かな自然が残っています  

スミレ、ジロボウエンゴサク、イチリンソウ、タマノカンアオイ、

クチナシグサ、ノジスミレ、ゲンゲ、ふれあいの森でヤマルリソウ

などの花が見られると思います 

地 図  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コース 若葉台駅→稲城高校前→稲城ふれあいの森周辺→天神台→高勝寺→

清水谷戸→駒沢学園→百村→京王稲城駅（解散） 

行程５～６ｋｍ、アップダウンはほとんどありません 

コースは天候その他により変更する場合があります 

 ※小雨決行 参加申込み不要、会費当日３００円 
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〔行事予定〕2010/5/9（日） 小峰公園 

項 目 説 明 

集 合 ａｍ１０時、ＪＲ五日市線武蔵五日市駅 改札口付近 ※会旗目標 

ＪＲ五日市線武蔵五日市駅の改札口は一個所だけです 

交 通 ＪＲ五日市線の終点です 

ＪＲ立川駅９：１０→武蔵五日市駅９：４０が便利です 

行く先 

(解散場所） 

ＪＲ五日市線武蔵五日市駅から小峰公園へ 

武蔵五日市駅 ｐｍ４時頃解散予定 

見所 

 その他 

ヤマブキソウ 

地 図  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コース 武蔵五日市駅前～小庄～小和田～広徳寺（昼食）～新多摩変電所裏

～小峰公園～留原～中村～武蔵五日市駅（解散） 

 ※小雨決行 参加申込み不要、会費当日３００円
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〔行事予定〕2010/6/5（土） 芦ヶ久保 

項 目 説 明 

集 合 ａｍ１０時１０分 西武池袋線・芦ヶ久保駅 改札口付近 

※会旗目標  

改札口は一箇所です 

交 通 快速急行に乗り芦ヶ久保駅下車（池袋から直通あり） 

池袋08:35→所沢08:58→飯能09:20→東飯能09:22→芦ヶ久

保 10:01 が便利 

行く先 

（解散場所） 

芦ヶ久保・日向山  

西武池袋線芦ヶ久保駅 ｐｍ３時半頃解散予定 

地図  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コース 芦ヶ久保駅～フルーツガーデン駐車場～農村公園入口～山の花道

駐車場（昼食）～日向山～琴平神社～白髭神社～芦ヶ久保駅（１

５：３０頃）行程：約５ｋｍ。標高差（駅～日向山）：約３３０ｍ 

見所 

 その他 

樹木ではヤブデマリ、ツクバネ、ツクバネウツギ、ウラジロノキ、

ツツジ類など。 

草本では、う～ん、フタリシズカ、ミヤマナルコユリ、ミヤマエ

ンレイソウあたりでしょうか。  

※ 小雨決行 参加申込み不要、会費当日３００円 


